
 冬季は、暖房の使用量が多くなる午前（8～11時頃）と照明や家庭用需要の多くなる点灯帯

（17～20時頃）に需要のピークが発生。

 空調や照明等の使用時間が夏季に比べ長いため、１日のうちで電力需要の大きな時間帯

が長い。また、深夜および早朝の電力需要は夏季に比べて大きい。

 気温が１℃低下すると、時間最大電力が20万kW／℃程度増加。

１日の需要曲線 気温と需要変化量の関係
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（参考） 冬季における電力需要の１日の推移（夏季との比較）
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